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令和７年度 北上川上流大規模氾濫減災協議会

＜本資料の構成＞

➢ ダム放流に関する通知・情報提供のタイミング

➢ ダム放流通知に関する事例・通知先

➢ 放流時の情報提供について（スピーカー、警報車等）

➢ ダムからのリアルタイム情報・地域住民への啓発について

➢ 報道機関への情報提供について

➢ 洪水時におけるダム等の防災情報の流れ

➢ 既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた取組について（事前放流）

資料－６



ダム放流に関する通知・情報提供のタイミング

ダムが貯められる量の最大（洪水時最高水位）

放流量

流入量

貯水位

流
量

貯
水
位

平常時最高貯水位
（洪水貯留準備水位）

緊急放流

：関係機関への放流通知

：関係機関への情報提供

１時間 １時間 ３時間

１時間

緊急放流関係

ダムに貯め始める
流量（通常の最大

放流量）

４
．
放
流
量
増
加
に
よ
る
急
激
な

河
川
水
位
上
昇
の
通
知

１
．
洪
水
警
戒
体
制
の
通
知

３
．
放
流
増
量
の
通
知

（放
流
開
始
）

３
．
放
流
開
始
の
通
知

（「放
流
の
原
則
」を
超
え
る

放
流
開
始
）

５
．
洪
水
調
節
開
始
の
情
報

７
．
ダ
ム
操
作
に
関
す
る
重
要
情
報

８
．
緊
急
の
ダ
ム
操
作
に
関
す
る

事
前
通
知

９
．
緊
急
の
ダ
ム
操
作
開
始
の
通
知

1
0

．
緊
急
の
ダ
ム
操
作
終
了
の
情
報

６
．
洪
水
調
節
終
了
の
情
報

２
．
洪
水
警
戒
体
制
解
除

の
情
報

ダムからの放流時は関係機関へ通知や情報提供を実施します。

→Ｐ２ １

※１．～１０．の番号は通知様式番号と整合

→Ｐ８

3日前
（基準に基づき判断）
※通知は放流１時間前

３
．
放
流
開
始
（事
前
放
流
）の
通
知



通知の例：緊急放流（異常洪水時防災操作）１時間前の重要通知

ダム放流通知に関する事例・通知先 令和３年５月より改正

改定

旧 新
緊急を要する通知には「緊急」表記。

緊急放流の１時間前、３時間前の
ほか、さらに早い段階で予測可能
な場合は、その時点で情報提供を
行う場合がある。

ワンフレーズでわか
りやすい表現として
『緊急放流』に変更。
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ダム放流通知に関する事例・通知先

○放流に関する情報を関係機関（自治体、警察、消防等）および報道機関関係へ通知します。
令和元年からは報道関係機関にＴＶ局のほかケーブルテレビ局、ラジオ局、新聞社を追加

■放流に関する通知等の送付先（事務所から送付） ■放流に関する通知等の送付先（各ダムから送付）

令和元年９月～

四
十
四
田

御
所

田
瀬

湯
田

胆
沢

国 　国土交通省　岩手河川国道事務所 ● ● ● ● ●

県 　岩手県　県土整備部 ● ● ● ● ●

警察 　岩手県　警察本部　警備部 ● ● ● ● ●

消防 　岩手県央消防指令センター ● ● ● ● ●

JR 　東日本旅客鉄道（株）盛岡支社 ● ● ● ● ●

　（株）テレビ岩手 ● ● ● ● ●

　（株）岩手めんこいテレビ ● ● ● ● ●

　（株）岩手朝日テレビ ● ● ● ● ●

　岩手ケーブルテレビジョン（株） ● ●

　（株）遠野テレビ ●

　水沢テレビ（株） ●

　わいわいネット株式会社 ●

　（株）エフエム岩手 ● ● ● ● ●

　（株）ラヂオ・もりおか ● ●

　えふえむ花巻（株） ●

　奥州エフエム放送（株） ●

　岩手日報社 ● ● ● ● ●

　岩手日日新聞社 ● ● ● ● ●

　胆江日日新聞社 ●

　盛岡タイムス ● ●

●

　北上ケーブルテレビ（株）
　（ケーブルテレビ/ラジオ）

●●●●●
　（株）IBC岩手放送
　（テレビ/ラジオ）

●

事
務
所
か
ら
通
知

関連ダム

通知先の組織名称

　日本放送協会盛岡放送局
　（テレビ/ラジオ）

報
道
機
関

●

●

●●●

　ニューデジタルケーブル（株）
　（花巻ケーブルテレビ）
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放流時の情報提供について（スピーカｰ、警報車等）

スピーカー・警報車等による情報提供

放流を行う際にはサイレンや警報車などにより情報提供。

■イメージ図

■警報車 放流開始時、増量時に以下
のような内容をアナウンス。
「こちらは四十四田ダムです。

四十四田ダムでは○○（台風など）
の影響による出水のため、本日、○
時○分から放流を始めます。

放流量の最大は毎秒○○立方ﾒｰﾄ
ﾙ程度となり、川の水が増えてきます
ので十分注意してください。

（夕顔瀬橋や開運橋などでの水位上
昇見込みも適宜、追加）」

■警報表示板
放流時等に以下のような内容を表示。

◆ダム放流時 「ダム放流中」

◆盛岡市や北上市等から避難指示や避難勧告が発
令された場合はダム放流警報設備等による災害情報
等の伝達に関する協定書に基づき「避難勧告発令
中」などの表示を行う。

■警報所（スピーカ－）
（50秒） （10秒） （50秒） （10秒） （50秒） （10秒） （50秒） （10秒） （50秒）ｂ

吹 鳴 休止 吹 鳴 休止 吹 鳴 休止 吹 鳴 休止 吹 鳴

放流開始時、増量時に吹鳴を実施。

サイレン疑似音 緊急効果音

実際の音声は事務所ＨＰで聞くことが可能です。
http://www.thr.mlit.go.jp/kitakato/bousai/kunren/index.html

⇒放流到達の約１時間前には警報を実施
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ダムからのリアルタイム情報・地域住民への啓発について

様々な手段によりダムからのリアルタイム情報を関係者・住民へ発信。

ＳＮＳを用いた情報発信

リアルタイム情報の発信

2024年11月16日
盛岡市地域防災
リーダー養成講座

出前講座等の実施

様々な手段によりダムからのリアルタイム情報を関係者・住民へ発信。

【パソコン版】
http://www2.thr.mlit.go.jp/kitakato/02real/index.html

スマートフォン

携帯電話

【携帯電話版】
http://keitai.thr.mlit.go.jp/kitakato/mobile/index.html

【スマートフォン版】
http://keitai.thr.mlit.go.jp/kitakato/sp/

近年の実施状況
・令和5年 3月18日 東厨川地区福祉推進会
・令和5年 8月24日 河南中学校
・令和5年12月 9日
・令和6年 6月 8日 ほか
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報道機関への情報提供について

報道関係機関を対象としたダム操作等に関する説明会 ダム貯水池状況の画像情報提供

報道関係機関への情報提供により地域住民への情報提供を強化。

○ダムの操作や警報、使用している用語、通知のタイミングなどを、報道関係機

関を対象に詳しく説明する場を設け、台風期の最中、意見交換することで、地

域の方々に適切な情報が伝わることを目的とに開催しました。情報の伝え方や用語等

で分かりにくい点や、住民に伝わりにくい表現などに関して意見交換を

行い、貴重なご意見を頂く良い機会となった。第２回説明会には、岩手県もオブザー

バー参加いただき、ダム放流等に関する情報提供を図った。

（令和４年度３回開催（計９社）、令和５年度２回開催（計４社））

令和６年度
■説明会開催日
・6月18日(火)
10:00～11:30 ３社

■四十四田ダム貯水池の画像情報提供例

（令和6年5月8日8時現在の水位168.60m）

○国土交通省において管理施設の状況把握のために設置しているＣＣＴＶ

カメラについて、画像情報の提供及び放送に関する協定を

各放送局と締結している。

○ダム下流の住民の迅速な避難のため、ダム貯水池の画像を協定に追加

し、各放送局において洪水時の放送に活用いただけるように映像を配信中。

各ダム
ＣＣＴＶ画像

岩手河川国道事務所、北上川ダム統合管理事務所

【各放送局】
日本放送協会、ＩＢＣ岩手放送、テレビ岩手、岩手めんこいテレビ、岩手朝日テレビ

地域住民

協定に基づく
画像情報提供

放送

６



地域住民

警報
➢ 警報局
（サイレン・スピーカ）

➢ 警報車
➢ 警報表示板 等

避難情報等

ホットライン

洪水時におけるダム等の防災情報の流れ

通知・
情報提供（FAX）

ＣＣＴＶ画像
（画像情報提供
に関する協定）

テレビ放送

ホームページ
ＳＮＳ

北上川ダム
統合管理事務所

ダム下流の
自治体

報道機関

リアルタイム情報

記者発表
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既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた取組について（事前放流）

８

洪水調節容量

堆砂容量

利水容量

洪水時最高水位

基準降雨量を
超過する降雨予測
（◆◆mm/▲日間）

下流河川沿川で
洪水被害の恐れ

■■ダム

ダム流域

河川流域

事前放流基準地点

直轄ダム

補助・利水ダム

基準降雨量を
超過する降雨予測
（■■mm/▲日間）

洪水調節容量

堆砂容量

利水容量

洪水時最高水位

■事前放流を実施しない場合

貯水位が上昇

利水容量の一部を使
用して洪水調節に活
用できる容量を確保

■事前放流を実施した場合

確保容量
（洪水調節に活用）

事前に低下

※事前放流は基準降雨量超過時点におけるダムの空き容量により実施の要否を都度判断※基準降雨量は下流河川の状況などを踏まえ各ダム毎に設定

○事前放流※1は、治水の計画規模や河川（河道）・ダム等の施設能力を上回る洪水の発生を予測した場合、ダム下流河川の沿川における洪
水被害の防止・軽減を目的として、洪水に備え、事前に利水容量に蓄えている水を放流しダムの水位を下げ、洪水調節容量の機能強化を
行うこと。

○ダムごとに定められた基準降雨量※2の超過が予測された場合、予測降雨量※3をもとにダムの流入総量を算出し、洪水調節容量が不足する
場合には洪水に備え、事前放流によって空き容量を確保する取組。
※1「既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた基本方針（令和元年１２月１２日）」に基づき、水系ごとにダム管理者及び関係利水者との間で締結された治水協定に位置づけられた洪水調節可能容量を活用

（利水容量の一部を一時的に治水容量として利用）し、治水安全度向上に資する取組。

※2 「基準降雨量」は、下流で氾濫等の被害が生じるおそれのある規模（ダム下流河川の現況流下能力に相当する規模）の降雨を基本とする。

※3 「予測降雨量」は、８４時間先までの予測に基づく時間累積雨量を用いるものとし、事前放流の実施判断は３日前から行うことを基本とする。



既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた取組について（事前放流）

○既存ダムの洪水調節機能強化のため、関係利水者のご理解とご協力を得て、北上統管では令
和２年６月から事前放流の運用を開始した。

○事前放流により、洪水調節に使える容量が５ダム合計で最大約１４％増加する。

【事前放流】

建設段階で河川管理者は費用を負担していない
ものの、利水者の協力（了解）がある場合に、
利水容量の一部を治水用途に使わせてもらい、
洪水前にその貯留水を放流して水位を低下。

洪水貯留準備水位

平常時最高貯水位（常時満水位）

ｚ

洪水時最高水位（サーチャージ水位）

洪水調節容量

利水容量

利水容量を一時的に使用
（注）上図は概略図である

■事前放流により増加する洪水調節可能容量

ダム名
洪水調節容量
（万m3）

事前放流により
増加する

洪水調節可能
容量
（万m3）

増加後の
容量
（万m3）

増加率
（％）

四十四田ダム ３，３９０ １０９ ３，４９９ ３．２

御 所 ダム ４，０００ ４６３ ４，４６３ １１．６

田 瀬 ダム ８，４５０ １，７３３ １０，１８３ ２０．５

湯 田 ダム ７，７８１ １，４００ ９，１８１ １８．０

胆 沢 ダム ５，１００ ４４１ ５，５４１ ８．６

５ダム合計 ２８，７２１ ４，１４６ ３２，８６７ １４．４

■事前放流の実施を判断する基準 令和5年9月改定

降雨予測から以下の基準により、実施判断を３日前から行います。

８４時間降雨予測のうち、最大１２時間（もしくは６時間）総雨量が基準以上であ
るとき。

※実際の放流量は、予測降雨量等の状況により異なります。

※

※四十四田ダムについてはダム再生事業を実施中であり、整備後には洪水調節容量がさ
らに増えます。
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参考：ダム防災操作時の一連の流れ

１０

洪水時最高貯水位（ダムに貯留できる最高水位）

洪水量

ダ
ム
貯
水
位

ダ
ム
流
量

時間

計画規模

時間

事前放流 洪水調節（防災操作） 特別防災操作異常洪水時防災操作
（緊急放流）ダム操作状況

洪
水
警
戒
体
制
の
通
知

洪
水
調
節
開
始
の
情
報

放
流
開
始
の
通
知
（開
始
１
時
間
前
）

ダ
ム
操
作
に
関
す
る
重
要
情
報
（異
常
洪
水
時
防
災
操
作
開
始
の
３
時
間
前
）

緊
急
の
ダ
ム
操
作
に
関
す
る
事
前
通
知
（異
常
洪
水
時
防
災
操
作
開
始
の
１
時
間
前
）

緊
急
の
ダ
ム
操
作
開
始
の
通
知

点検・巡視・警報

緊
急
の
ダ
ム
操
作
終
了
の
情
報

緊急放流
流入量＝放流量

特別防災操作
流入量＞放流量事前放流

流入量＜放流量

下降 上昇 上昇 下降

後期放流
流入量＜放流量

上昇
洪水貯留準備水位

洪
水
調
節
終
了
の
情
報

洪
水
警
戒
体
制
解
除
の
情
報

洪水調節
流入量＞放流量

事
前
放
流
開
始
の
通
知
（開
始
１
時
間
前
）

洪
水
警
戒
体
制
の
通
知

放流
開始

洪水量を超過
（ダムへの貯留を開始）

緊
急
の
ダ
ム
操
作
に
関
す
る
事
前
通
知
（特
別
防
災
操
作
開
始
の
１
時
間
前
）

緊
急
の
ダ
ム
操
作
開
始
の
通
知

緊
急
の
ダ
ム
操
作
終
了
の
情
報

後期放流

放
流
終
了
の
通
知

1h前 1h前

一定率一定量方式の場合

一定量方式の場合

3h前

1h前

1h前

上記のハイドログラフは事前放流、防災操作等の各操作段階におけるダム流入量と貯水位の関係を便宜的に示したものであり、実際の洪水時においては、必ずしも上記の操作全てが行われるものでは無いことに留意。


